
被災３県（岩手県、宮城県、福島県）の自治体を対象に、震災時に支援してくれた海外の国・地域に復
興した姿を見せつつ、住民との交流を行い、2020年に向けた交流行う「復興『ありがとう』ホストタウン」を設置

【2018年9月4日時点の決定自治体】 19件
・岩手県；宮古市（シンガポール）、大船渡市（米国）、花巻市（米国・オーストリア）、陸前高田市（シンガポール）、

釜石市（オーストラリア）、雫石町（ドイツ）、山田町（オランダ）、野田村（台湾）
・宮城県；仙台市（イタリア）、石巻市（チュニジア）、気仙沼市（インドネシア）、名取市（カナダ）、東松島市（デンマーク）、亘理町（イスラエル）
・福島県；喜多方市（米国）、南相馬市（ジブチ、台湾、米国、韓国）、本宮市（英国）、北塩原村（台湾）、飯舘村（ラオス）

○大会参加国・地域の方々との交流
・被災時に現場に入って支援してくれた各国のレスキュー隊員や、支援物資等
を送ってくれた方々など、復興に貢献頂いた方々を被災地に招いた交流を
行う。
・交流の機会に復興のプロセスの説明や、各地の被災地ツアーの
参加などを行い、被災地の過去と現在の紹介を実施。

○大会参加者との交流
・ 大会中は、相手国・地域の選手を応援し、
大会後に大会に参加した相手国・地域の選手
（オリンピアン・パラリンピアン）に訪問してもらう。

○日本人オリンピアン・パラリンピアンとの交流
・従来のホストタウンと同様の取組を実施

2018.1 岩手県野田村の中学生が台湾ロータリークラブに感謝の気持ちを伝える。

2018.2 ジプチに福島県南相馬市の空手指導者が訪問。 2018.3 岩手県大船渡市に震災時に救助
活動をしてくれた米国救援隊員が訪問。

2018.2 岩手県花巻市で米国人
元野球選手が野球教室を実施

2018.3 岩手県釜石市に震災時

にお世話になった豪州人ラグ
ビー選手が訪問

2018.1 宮城県東松島市長が支援
してくれたデンマーク企業を訪問

復興「ありがとう」ホストタウンについて（2017.9~）



 

    

復興ありがとうホストタウン一覧 

平成 30年 9月 4日現在  ※記述は、決定時のもの 

自治体 
（相手国等） 

受けた支援の概要 取り組もうとする事業の概要 

岩手県宮古市 
（シンガポール） 

・東日本大震災で被災した宮古運動公園陸上競技場の備品購入費用としてシンガポール赤
十字社から支援金を頂いた。 
・宮古運動公園陸上競技場は、岩手県沿岸で唯一県大会規模の大会が可能な陸上競技場で
あったが、震災で全壊、2017年 7月 12日に再建が完成し、落成式が行われた。シンガポ
ール赤十字社からの義援金により、競技用器具が備えられたことが宮古運動公園の復活に
大きく貢献した。 

・シンガポール陸上競技におけるオリンピアン、パラリンピアンや小中
学生を宮古運動公園陸上競技場に招待し、陸上競技交流大会等を開催。     
・招待した小中学生や関係者がたろう観光ホテルで実施している「学ぶ
防災」に参加し、宮古市の防災の取組をシンガポールに発信することに
より、シンガポールとの交流を促進。 
・シンガポールのオリンピアン、パラリンピアンによる小中学校での講
演・実技指導。 

岩手県大船渡市 
（米国） 

・平成 23 年４月から７ヶ月間、ボストンの「オールハンズ・ボランティアズ」のメンバ
ー延べ 1,500人が大船渡市に滞在し、被災した民家の修復やがれき処理等に従事。メンバ
ーは、地域の祭りやイベントなどにも積極的に参加して国際交流。 
・このほか、州立大学等から英語教育を含む心のケア、野球を中心とした中学生交流等の
支援。 

・「三陸大船渡夏祭り」や「盛町七夕祭り」、マラソン大会等に子供たち
を招待。 
・米国から一流のトレーニング・コーチを招へいし、地元の中高生の陸
上部員に、陸上競技のトレーニング・プログラムを実施。 

岩手県花巻市 
（米国、オーストリ
ア） 

【米国】 
・震災発生直後から、ホットスプリングス市及びラットランド市から多額の義援金や、励
ましのメッセージをいただき、大きな支援を得た。小学２・３年生から、204通のメッセ
ージカードが、市の宿泊施設に避難していた被災者に届いた。 
【オーストリア】 
・友好都市のオーストリア共和国ベルンドルフ市から義援金をいただき、市長等から励ま
しのメッセージをいただいた。 

・花巻市ハーフマラソン大会にホットスプリングス市の市民ランナーを
招待。 
・姉妹・友好都市の市民・生徒等との相互交流を行い、日本文化、伝統
ある祭りや民俗芸能等の郷土色豊かな交流を実施。 
・東京大会では両国が出場する競技会場に市民がかけつけて応援。 

岩手県陸前高田市 
（シンガポール） 

・シンガポール赤十字社より、「陸前高田市コミュニティホール」の建設費用の支援。 収
容人数 380名の最大のホールは、シンガポールへの感謝と友好関係に因んで「シンガポー
ルホール」と名付けられ、2015 年５月の利用開始以降、2017 年９月までの利用者数は合
計 219,310名となっており、講演会やコンサートなど様々な用途で広く市民に有効活用さ
れている。 

・中高生が震災後の支援に対する感謝の気持ちを表すポスターなどを制
作し、シンガポール関係者を招待し発表会を実施。 
・選手、家族等に歓迎・感謝の意を伝えるレセプション、震災からの復
興状況を発信するツアー、高田松原再生のための記念植樹等を実施。 

岩手県釜石市 
（オーストラリア） 

・震災当時、釜石シーウェイブスＲＦＣに所属し、後にラグビーオーストラリア代表とな
ったスコット・ファーディー選手は、大使館からの避難勧奨を断り、釜石市のためにボラ
ンティアとしてチームメイトとともに救援物資の集積場で物資の積み降ろしや搬送作業
に奔走していただいた。 
・国内の姉妹都市である愛知県東海市を通じて、中学生の海外体験学習事業として平成 26
年度からビクトリア州マセドンレンジズ市に釜石市の中学生を受け入れていただいてい
る。 

・スコット・ファーディー選手等オーストラリアのラグビー関係者を釜
石に招き、ラグビーを通じて、市民や関係者との交流を図る。 
・中学生の海外体験学習事業を行っているマセドンレンジズ市の生徒を
招き、感謝の気持ちを伝えると共に、市内で最も被害が大きかった鵜住
居地区に整備する祈りのパーク等の見学を通じて、震災と復興の現状を
伝える機会を設ける。 

岩手県雫石町 
（ドイツ） 

・ドイツ連邦共和国のバートヴィンプフェン（BAD WIMPFEN）市及び隣接するネッカーズ
ウルム（NEKARSULM、平成 16年交流開始）市は、平成 7年 2月に雫石町国際交流協会と友
好都市提携を締結。両市の交換留学で雫石町を訪問したドイツ人生徒や卒業生らが中心と
なって、東日本大震災発生直後、震災で大きな被害を受けた学校の子どもたちの教育支援
をしたいという思いから、「学校が学校を救う」救援募金を立ち上げ、生徒たちが市民を

・大使館員や元オリンピアン等を招待し、大会機運醸成イベントを開催
予定。 
・大会期間中、義援金活動の中心的役割を担った方々を中心に招待し、
日本・雫石町の文化体験、被災地見学を実施する他、2020年東京大会に
おいては町民がドイツチームを応援。 



巻き込んで募金活動を実施。これを、雫石町でドイツに交換留学した者で構成される OB・
OGの会「雫石・ドイツ翼の会」等が、山田町を含む岩手県沿岸部の 4市町 11校にドイツ
学生の趣旨を伝えながら、その善意を届けたもの。 
・平成 23 年 6 月末に町国際交流協会に届けられた第一次義援金は、同年 8 月 1 日、山田
町立山田中学校の生徒の学習及びクラブ活動に役立てほしいと、町国際交流協会会長から
山田町教育委員会教育長に贈呈された。 
 

・大会終了後、ドイツの大会参加選手等に雫石町を訪問してもらい、住
民交流会、地元小中学生との交流会を実施。 
・交流事業を展開するにあたっては、義援金を受けた山田町と連携し実
施することとし、ドイツに対し、いただいた支援への感謝と復興した姿
を発信。 
 

岩手県山田町 

（オランダ） 

・山田町とオランダは、江戸時代にオランダ船が山田湾に漂着した縁で現在も交流が続い
ており、オランダ船が漂着した湾内にある島は、通称「オランダ島」と呼ばれている。 
・平成 26 年 5 月 24 日、東日本大震災で被災した山田町を支援するためオランダ関係企
業・団体により結成された「一般社団法人オランダ島」から、山田町は、放課後児童クラ
ブ「オランダ島ハウス」の寄贈を受けた。 
・現在、同クラブは、いまだ仮設住宅暮らしを余儀なくされている地域の子どもたちが、
落ち着いて勉強ができ、また、帰宅後に存分に遊べる場として利用されている。 
 

・オランダ島ハウス寄贈などの支援をしてくださった「一般社団法人オ
ランダ島」の関係者の方々や、日本在住のオランダの子どもたち及びそ
の家族を「オランダ島ハウス」に招待し、山田町の子どもたちがオラン
ダの歴史文化について学習した成果を発表する。また、地域の文化・伝
統を知ってもらえるような行事や復興状況が分かる語り部ツアーに招
待する。 
・オランダのパラリンピアンなどに、町民 に対して、スポーツの楽しさ
や共生社会の実現に関する講演を行ってもらう。 
・東京大会の期間中、「オランダ島ハウス」で山田町の子どもたちがオラ
ンダ選手を応援する。 
・「一般社団法人オランダ島」関係者と連携し、町民有志による東京大会
会場へのオランダ選手応援ツアーを実施する。 
 

岩手県野田村 
（台湾） 

・東日本大震災に際し、台湾の台湾佛教慈濟基金会から全被災世帯へ義援金を頂いた。 
・大阪大淀ロータリークラブを通じ台北中正ロータリークラブから中学校に和太鼓５基の
提供を受けるとともに、大阪中之島ロータリークラブを通じ台北福齢ロータリークラブか
ら小学校へ楽器やスポーツ用具の支援を受けた。 

・中学生代表が台湾ロータリークラブを訪問し、感謝を伝え、同クラブ
や台湾陸上選手へのインタビューを行い、その内容をポスター等で表現
し、村民に報告。 
・ロータリークラブ、オリンピアン、子どもたちに来訪してもらい、復
旧復興した街並み、中学校の創作太鼓の演奏をみてもらう。 

宮城県仙台市 
（イタリア） 

・平成 23年 5月、ペルージャ市よりサッカーチャリティイベントの収益金が寄贈された。 
また、同年 9月、ベガルタ仙台ジュニアユース U-14の少年達を ASローマとのサッカー交
流を通じて励ます遠征が受け入れられた。 
・東日本大震災で中断した仙台市博物館でのイタリア関連特別展の開催期間延長や出品等
の支援があった。 
 

・震災遺構の見学や震災情報の発信等を行う 。 
・東京大会終了後、津波被害を受けた学校の生徒等との交流事業等を行
う。 
・大会終了後、ヨーロッパ有数の地震国であるイタリアの政府関係者等
を招き、防災環境の推進に関するシンポジウムを開催。 

宮城県石巻市 
（チュニジア） 
 
 
 
 
 
 
 
 

・平成 4年から始まった旧桃生町（ものうちょう）と東北大学チュニジア留学生の交流を
契機に、在京チュニジア大使の訪問などを通して、親睦を深めてきた。 
・東日本大震災時には、在京チュニジア大使館が中心となり、被災直後の被災者へのチュ
ニジア料理の炊き出しや、同大使館が関係団体に呼びかけて集めた生活物資の配布などを
行った。 
・在京チュニジア大使館主催のチャリティコンサートや、大使公邸でのレセプションを通
じて集まった収益金が石巻市の災害復旧や被災者への配分などに活用された。 
 
 
 

・大会前：地元小中学生をはじめとする、市民のチュニジアに対する理
解を深める講演会・講座の開催、チュニジアの元オリンピック選手を招
いた子どもたちとのスポーツ教室等の開催、市内沿道にチュニジアの国
花（ミモザ）等を植樹、等 
・大会期間中：市庁舎での横断幕の掲示や市民応援団による応援。 
・大会後：復興を成し遂げつつある石巻の姿を見てもらうため、チュニ
ジアメダリストやアスリート、応援に来たチュニジア人を招いての祝賀
レセプションや石巻体験ツアーを開催。石巻復興マラソンへの招待やチ
ュニジア・石巻市周辺のスポーツ少年団の相互派遣交流を実施。 
 



宮城県気仙沼市 
（インドネシア） 

・平成 23 年 6 月にインドネシアのユドヨノ大統領が気仙沼市を訪問し、仮設住宅にて被

災者を激励したほか、東日本大震災からの災害復興資金として 200万ドル（約 1億 6千万

円）の寄付目録の贈呈を受けた。 

・寄付金は、地震の被害により使用できなくなった気仙沼図書館の建設費の一部として活
用され、平成 30年 3月 31日に開館、市民に広く利用されている。同館内の児童図書エリ
アの名称を「ユドヨノ友好こども館」と名付け、インドネシアからの震災復興支援の象徴
としている。 

・インドネシアの子ども達を招き、震災遺構の見学や本市の復興状況を
発信。 
・震災以前から地元のインドネシアの方が参加パレードを行っている気
仙沼みなとまつりに、インドネシアの大使や子どもたちを招待し、交流。 
・図書館利用者の笑顔の写真によるモザイクアートを作成し、インドネ
シア大使館へ贈り支援に対する感謝を表す。 
・インドネシアからの技能実習生と市民との交流事業を実施。 
・インバウンドの対象国として観光、旅行関係者の招待とモニターツア
ーの実施。 
・大会期間中、市内の小中学生を対象にインドネシア選手団の応援ツア
ーを実施。 
・大会終了後、インドネシア選手団を招き、住民との交流会等を開催す
る。 
 

宮城県名取市 
（カナダ） 

・カナダ連邦政府、ブリティッシュ・コロンビア州政府、カナダの木材団体（カナダウッ
ド）から、地震の被害で使用できなくなった旧市図書館敷地や、津波により壊滅的な被害
を受けた閖上地区に、「カナダ東北復興プロジェクト」として、カナダの木材を使用した
施設である「どんぐりアンみんなの図書室」及び「メイプル館」（朝市施設）の建設・寄
贈を受けた。  
震災以降、両施設は復興支援のシンボルとして市民や利用者に幅広く利用されている。  
・ブリティッシュ・コロンビア州スーク市、ジャニー・ミドルスクールと、平成 12 年か
ら市の中学生海外派遣事業を実施しており、被災地となった震災以降も、引き続き子供同
士の相互交流を行っている 
 

・これまでの支援に対する感謝の意を伝えるために、カナダの選手団や
支援いただいた関係者を招待し、被災地の復興状況及び支援により整備
された施設を紹介する。また、市民による感謝の集いを開催し郷土芸能
や子ども達の発表を行う。  
・小中学校の児童・生徒や、中学生海外派遣でカナダを訪問したOB・OG
を中心に、サイクルスポーツセンターを利用し、自転車を通じた交流を
実施。  
・東京大会期間中は市民応援団を結成し大会会場でカナダ選手団の応援
を行う。 
 

宮城県東松島市 
（デンマーク） 

・平成 23年 3月 30日、メルビン駐日デンマーク大使が東松島市災害対策本部を訪問し、
寄付金や子供たちのおもちゃ（レゴ）を寄付。 
・同年 6月、フレデリック皇太子が行幸され、保育所、小学校、避難所等を回られた。同
国寄付金を原資に「デンマーク友好子ども基金」が創設、デンマーク女王陛下や多くのデ
ンマーク企業から寄付。 
 

・東松島夏まつりに招待し、市民と交流。おもちゃをもらった子どもた
ちとの交流や、プール・遊具を整備してもらった小学校・保育所での交
流 
・大会後デンマーク代表と市民のスポーツ交流及び講演会 

宮城県亘理町 
（イスラエル） 

・イスラエル親善大使のセリア・ダンケルマン氏が代表をつとめる NPO 法人セリアの会
は、町の保育士（延べ 100名）を対象に心に傷を負った子どもたちへの接し方についての
セミナー（講師：イスラエル人精神科医）を実施したほか、被災した町民を元気づけるた
めクロマグロの解体ショー・刺身の提供イベントを開催するなど、今日まで被災者支援を
継続。 
・イスラエルの国際的復興支援団体と NPO法人セリアの会が協力し、町へ支援物資を届け
たほか、被災者・児童・生徒を対象に、駐日イスラエル大使も参加のもと、絵や音楽を通
し、心をほぐす芸術ワークショップを開催。 
 

・イスラエルをはじめとする国内外の寄附をもとに NPO法人セリアの会
が亘理町に建設予定の「メノラー国際リーダーシップセンター」等を活
用し、イスラエル大使館員やイスラエル人精神科医等、被災の際にお世
話になった方々を招待し、復興状況の発信や交流会を行う。 
・2020年東京大会までの間に、町内小中学校生を対象に、駐日イスラエ
ル大使館員によるイスラエルに関する特別授業を実施。 
 



福島県喜多方市 
（米国） 

・昭和 63 年に、アメリカ合衆国オレゴン州ウィルソンビル市と姉妹都市となって以降、
中高生の研修使節団の受入と派遣を隔年で実施し、市民レベルでの交流を重ねてきた。 
・平成 23 年の東日本大震災及び原子力発電所の事故に際し、姉妹都市交流に参加したウ
ィルソンビル市のホストファミリーから喜多方市の元研修生に励ましのメッセージが寄
せられる等激励を受けた。同年 11 月には、ウィルソンビル市姉妹都市協会と会津喜多方
国際交流協会を通じて、ウィルソンビル市民等からの激励のメッセージと寄付を受けた。 
・メッセージは避難所に掲示して紹介され、多くの避難者や市民が勇気づけられ、復興へ
の励みとなった。 
 

・ウィルソンビル市の中高生等を招き、スポーツや食、文化などの体験
交流を通じて、福島県及び本市の復興状況を発信していく。 
・相手国のボート協会や体操協会などの競技団体やスポーツ団体の関係
者を招き、本市の体育施設等の視察や、食、文化などのおもてなしを通
じて、大会後のスポーツ交流事業の実施を働きかける。 
 
 

福島県南相馬市 
（ジブチ、台湾、米
国、韓国） 

【ジブチ】 
・ジブチ共和国イスマイル・オマール・ゲイ大統領が、「TIME誌」により市長のことを知
り寄付を希望。平成 24 年４月にアホメド・アライタ・アリ駐日ジブチ共和国大使館特命
全権大使が来市し、市長に対し大統領及び国民からのお見舞いの言葉及び義援金を寄付。 
【台湾】 
・平成 23年 11月、台湾三重北區扶輪社等から給食用運搬車両１台の寄付。台北市当局よ
り「原発事故の影響で屋外での運動ができない南相馬の子どもたちを招待したい」との話
をいただき、同年 12 月に台北市内で開催された「中学生野球交流大会」に本市中学生が
招待。 
このほか、米国や韓国からの支援を受けた。 

 

・相馬野馬追祭、マラソン大会に招待するほか、約３０施設ある市内の
スポーツ施設で、地元のこどもたちのスポーツ交流を実施。伝統ある市
の文化民俗（祭・食）等を体験する交流を実施。 
・ジブチ共和国とは陸上・空手道競技の指導者・こどもたち同士の交流
を実施。台湾とは野球競技の指導者・子どもたちを招待し交流。米国と
はサーフィン競技、韓国とは柔道競技に関して交流を実施。 
・東京大会に参加する各国選手団の頑張りを会場で応援し、併せて市に
お招きして歓迎・慰労等の会を開催。 

福島県本宮市 
（英国） 

・平成 24年 7月、ロンドン中心部に「福島庭園」を整備。 
・市では、子どもが安心して遊べる場所を確保するため平成 26年 12月に「スマイルキッ
ズパーク(愛称：プリンス・ウイリアムズ･パーク)」を整備。同所を平成 27年 2月ケンブ
リッジ公ウイリアム王子が訪問され、記念植樹をされるとともに子どもたちを慰労。 
・平成 29 年 7 月、本市のプリンス･ウイリアムズ･パーク「英国庭園（同年 11 月開園）」
とロンドンの「福島庭園」が姉妹庭園協定を締結。 

・子どもたちが英国を訪問し、同市の食、生産物、暮らしの状況を伝え、
交流を深める。 
・英国の子どもたち来てもらい、「プリンス・ウイリアムズ･パーク」等
訪問、収穫祭体験など交流を行うととともに、テレビ電話などで学校単
位による相互交信を実施。 
・出場選手等に、応援団として郷土食や本市の日本酒･お菓子等の特産
品を届ける。 

福島県北塩原村 
（台湾） 

・震災の被害を知った台湾舞踊家協会が、平成 23 年６月村に避難している被災者を激励
するため、村内４ヶ所で慈善公演を開催。 
・中学生台湾派遣交流事業を平成 24 年より実施しており、村の中学生が毎年、台湾を訪
問し、現地の中学生と交流を実施。 
・平成 26 年８月、台湾観光協会により台湾の伝統舞踊団「台湾傳錬堂綜合芸術団」が当
村を訪問し、台湾獅子舞や台湾龍神舞を披露している。 

下記事業の実施を検討中 
・交流相手の中学生を招き、村の中学生と交流。 
・震災後にお世話になった舞踊団の皆様にも来村していただきたい。当
時、慰問を受けた避難者の方も招いて、交流会などを実施。 
・村で盛んなバドミントン、卓球競技の台湾代表選手を、大会終了後に
村に招き、交流会等を実施。 

福島県飯舘村 
（ラオス） 

・ラオスとは、「学校を作るお手伝いをしよう」と子供たちが募金活動を開始し、村もふ
るさと納税を開始。平成 23 年 2 月には職員がラオス・ドンニャイ村を訪問、絵本を現地
の学校に寄贈した。 
・震災後は、ドンニャイ村民が飯舘村のために祈りをささげた。 同村中学校、同校長よ
り激励の手紙が送られた 。小中学生から激励メッセージ入りのこいのぼりが届けられる
など交流が継続。 
 

・ラオスの子どもたちや在京ラオス大使館の方々を学校行事や村のイベ
ントに招待。 
・飯舘村では震災前より、福島県で行われる市町村対抗福島駅伝に毎年
参加しており、陸上に関する講演、指導等の交流を実施。 
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